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交流会議交流会議1982

　

８
月
25
日
か

ら
27
日
の
３
日

間
、
千
葉
市
で

自
治
労
連
第
35

回
定
期
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。

全
国
各
地
で
展

開
さ
れ
た
１
年
間
の
た
た
か

い
の
経
験
と
教
訓
が
豊
か
に

報
告
さ
れ
、
熱
心
な
討
論
で

向
こ
う
１
年
間
の
た
た
か
う

方
針
が
決
定
さ
れ
た
▼
大
会

で
は
「
共
同
の
力
で
、
職
場

・
地
域
か
ら
憲
法
を
い
か
し

守
ろ
う
！

－

自
公
政
権
の

暴
走
を
許
さ
ず
、
労
働
者
・

国
民
の
願
い
を
実
現
し
よ
う

―
」
と
の
メ
イ
ン
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
採
択
さ
れ
た
▼
参
院
選

の
結
果
を
受
け
て
安
倍
政
権

は
、
消
費
税
増
税
、
社
会
保

障
改
悪
、
労
働
者
の
解
雇
自

由
化
、
憲
法
改
悪
な
ど
、
一

気
に
押
し
進
め
る
こ
と
を
狙

っ
て
い
る
▼
向
こ
う
３
年

間
、
国
政
選
挙
は
予
定
さ
れ

て
い
な
い
。
ま
さ
に
、
国
民

共
同
の
力
で
、
憲
法
を
い
か

し
、
自
公
政
権
の
暴
走
に
ス

ト
ッ
プ
を
か
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
▼
紛
争
地
で
医
療
支

援
活
動
を
行
う
ペ
シ
ャ
ワ
ー

ル
会
の
中
村
医
師
は
こ
う
語

る
。「
９
条
は
リ
ア
ル
で
大

き
な
力
、
日
本
人
だ
か
ら
命

拾
い
、
何
度
も
あ
っ
た
」

「
憲
法
は
守
る
も
の
じ
ゃ
な

い
、
実
行
す
べ
き
も
の
」

「
国
益
の
た
め
な
ら
武
力
行

使
も
や
む
な
し
、
そ
れ
が
正

常
な
国
家
だ
な
ど
と
政
治
家

は
言
う
。
こ
れ
ま
で
本
気
で

守
ろ
う
と
し
な
か
っ
た
憲
法

を
変
え
よ
う
だ
な
ん
て
。
私

は
こ
の
国
に
言
い
た
い
。
憲

法
を
実
行
せ
よ
と
」 

（
コ
）

９月12日（木） 19:00～
府職労会議室

次 

回
「ローアンのススメ」は９月15日号
に掲載します。

　

８
月
９
日
に
開
催
さ
れ
た
大

阪
府
・
大
阪
市
特
別
区
設
置
協

議
会
に
「
大
阪
都
」
構
想
の
制

度
設
計
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

制
度
設
計
案
は
、
広
域
自
治

体
（「
大
阪
都
」）
に
よ
り
、

「
う
め
き
た
」
の
開
発
推
進
、

特
区
に
よ
る
企
業
誘
致
、
統
合

型
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
、
こ
れ
ま
で

も
失
敗
を
く
り
返
し
て
き
た
財

界
・
大
企
業
向
け
の
大
型
開
発

の
推
進
を
掲
げ
る
一
方
、
府
・

市
病
院
や
府
・
市
大
学
の
統
廃

合
や
府
公
衆
衛
生
研
究
所
と
市

環
境
科
学
研
究
所
の
統
合
な

ど
、
住
民
の
い
の
ち
や
健
康
に

密
接
に
か
か
わ
る
施
設
の
統
廃

合
を
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
進
め
る

こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
〜
７
区
に
統
合
さ

れ
る
特
別
区
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
４
課
体
制
を
11
部
２
室
・

各
行
政
委
員
会
事
務
局
と
し
、

特
別
区
で
取
り
扱
う
業
務
を
２

２
８
事
務
か
ら
１
６
７
６
事
務

に
拡
大
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
制
度
設
計
案
は

「
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
ス
リ

ム
な
広
域
自
治
体
」「
地
域
の

実
情
に
あ
っ
た
コ
ス
ト
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
の
高
い
特
別
区
」
を

掲
げ
、
現
行
の
府
・
市
職
員
を

１
２
０
０
〜
４
２
０
０
人
削
減

　

こ
の
間
、
橋
下
市
長
を
は
じ

め
、
維
新
の
会
も
「（「
大
阪

都
」
構
想
は
）
保
育
所
を
増
や

す
と
か
図
書
館
を
増
や
す
と

か
、
そ
う
い
う
話
で
は
な
い
」

「
企
業
活
動
を
活
性
化
さ
せ
る

空
港
、
港
湾
、
高
速
道
路
、
鉄

道
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
」「
企
業

に
儲
け
て
も
ら
い
、
従
業
員
の

給
料
を
上
げ
る
」
と
、
そ
の
狙

い
を
明
確
に
述
べ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
空
港
・
港
湾
・
高

速
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

で
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

は
つ
な
が
ら
ず
、
自
治
体
が
莫

大
な
借
金
を
背
負
う
結
果
を
招

き
、
自
治
体
の
財
政
難
の
主
要

な
原
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。
ま
た
、
ど
ん
な

に
財
界
・
大
企
業
が
儲
け
て
も

労
働
者
に
還
元
さ
れ
な
い
こ
と

は
、
大
企
業
が
内
部
留
保
を
貯

め
こ
む
一
方
で
、
労
働
者
の
賃

金
が
下
が
り
続
け
て
い
る
実
態

か
ら
も
明
ら
か
で
す
。

　

こ
う
し
た
破
た
ん
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
誤
っ
た
道
に
突

き
進
む
「
大
阪
都
」
構
想
は
、

大
阪
経
済
の
活
性
化
や
府
民
生

活
の
向
上
に
逆
行
す
る
も
の

で
、
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま

　

私
た
ち
府
職
労
は
「
住
民
の

い
の
ち
と
く
ら
し
を
守
る
た

め
、
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
が
し

た
い
」
と
い
う
多
く
の
職
員
の

願
い
を
実
現
す
る
立
場
で
、
職

場
か
ら
仕
事
を
見
直
す
と
り
く

み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

府
職
労
は
、「
大
阪
都
」
構

想
に
反
対
す
る
と
と
も
に
、
広

域
自
治
体
と
し
て
の
役
割
を
真

に
発
揮
で
き
る
府
政
、
憲
法
を

職
場
と
住
民
生
活
の
す
み
ず
み

に
生
か
す
仕
事
の
で
き
る
府
政

の
実
現
を
め
ざ
し
、
と
り
く
み

を
強
化
し
ま
す
。

　

９
月
15
日
告
示
、
29
日
投
票

で
行
わ
れ
る
堺
市
長
選
挙
で

は
、
維
新
の
会
に
よ
る
「
大
阪

都
」
構
想
の
た
め
の
「
堺
の
っ

と
り
・
堺
市
つ
ぶ
し
」
を
許
さ

ず
、
住
民
の
く
ら
し
と
福
祉
、

地
方
自
治
を
守
り
抜
く
こ
と
が

最
大
の
争
点
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

現
職
の
竹
山
市
長
は
、
堺
市

を
解
体
す
る
「
大
阪
都
」
構
想

に
反
対
す
る
と
と
も
に
、
徹
底

し
た
市
民
と
の
対
話
活
動
、
予

算
の
見
え
る
化
な
ど
の
と
り
く

み
を
進
め
、
大
型
開
発
ス
ト
ッ

プ
、
中
学
生
ま
で
の
医
療
費
助

成
、
各
種
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助

成
、
高
齢
者
の
お
出
か
け
応
援

バ
ス
の
拡
充
、
国
保
料
の
４
年

連
続
値
下
げ
な
ど
の
市
民
要
求

を
実
現
し
て
い
ま
す
。

　

府
職
労
も
参
加
す
る
「
明
る

い
会
」
は
、
維
新
の
会
が
候
補

者
を
擁
立
す
る
も
と
、
竹
山
市

長
を
自
主
的
に
支
持
し
て
た
た

か
い
、
必
ず
勝
利
す
る
こ
と
を

決
定
し
、
ア
ピ
ー
ル
を
発
表
し

ま
し
た
。
竹
山
市
長
も
「
堺
の

っ
と
り
・
堺
市
つ
ぶ
し
」
を
打

ち
破
る
た
め
に
は
「
広
範
な
政

党
、
団
体
、
市
民
の
固
い
絆
の

連
携
が
必
要
」
と
強
調
し
て
い

ま
す
。

　

堺
市
で
は
、
い
ち
早
く
「
大

阪
都
構
想
か
ら
堺
市
を
守
る
自

由
と
自
治
・
堺
の
会
」
が
た
ち

あ
げ
ら
れ
、
市
議
会
で
も
維
新

の
会
が
提
案
し
た
「
教
育
基
本

条
例
案
」「
職
員
基
本
条
例

案
」
を
否
決
し
、
今
年
６
月
に

す
。
ま
た
、「
大
阪
都
」
構
想

は
、
住
民
の
生
活
実
態
や
要

求
、
現
場
職
員
の
声
も
無
視

し
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
進
め
ら

れ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
問
題

で
す
。

す
る
方
向
性
も
示
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
間
の
府
・
市
職
員
の
大

幅
な
削
減
の
結
果
、
職
場
か
ら

は
「
住
民
ニ
ー
ズ
に
十
分
応
え

る
こ
と
が
で
き
な
い
」
と
い
う

声
が
多
く
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
別
区
に
権
限
を
与
え
、
提
供

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
し
て

も
、
そ
の
財
源
や
人
員
が
き
ち

ん
と
保
障
さ
れ
な
け
れ
ば
、
住

民
は
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
合
区

し
基
礎
自
治
体
を
大
き
く
す
る

こ
と
は
物
理
的
に
も
住
民
参
加

の
観
点
か
ら
も
行
政
を
住
民
か

ら
遠
ざ
け
る
も
の
で
す
。

　

制
度
設
計
案
が
示
す
方
向

は
、
広
域
自
治
体
が
基
礎
自
治

体
を
補
完
・
調
整
す
る
機
能
を

低
下
さ
せ
、
責
任
を
基
礎
自
治

体
に
押
し
つ
け
、
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
切
り
捨
て
る
も
の
で
す
。

破
綻
が
明
ら
か
な
大
型
開
発
路
線
を
突
き
進
む「
大
阪
都
」構
想
は
撤
回
し
、

憲
法
を
職
場
と
住
民
生
活
に
生
か
す
府
政
を
実
現
し
よ
う
！

住
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
の

住
民
サ
ー
ビ
ス
切
り
捨
て
の

制
度
設
計
案

制
度
設
計
案

「
大
阪
都
」の
狙
い
は
、

「
大
阪
都
」の
狙
い
は
、

大
型
開
発
路
線
の
拡
大

大
型
開
発
路
線
の
拡
大

憲
法
を
生
か
す
仕
事
の
で
き
る

憲
法
を
生
か
す
仕
事
の
で
き
る

府
政
を
実
現
し
よ
う

府
政
を
実
現
し
よ
う

新たな大都市制度実現の意義新たな大都市制度実現の意義
（「大阪府・大阪市特別区設置協議会」資料をもとに作成）

《求められる役割》

行政機構最適化 《新たな大都市制度》

これまで以上の規模の
大型開発に突き進み…

大阪の成長を支える
都市経営の担い手　

人々の暮らしを支える
住民に身近な担い手

成長エンジンとして日本をけん引
・ 都市間競争に打ち勝ち、世界から「ヒ
ト、モノ、カネ」を呼び込む大阪

・ 少子高齢化が進むなか人々が安心し
て暮らすことのできる大阪

　住民の安心・安全の向上

府市再編→組織を再構築

府市の二元行政を解消
広域機能を一元化

新たな広域自治体

住民に身近な基礎自治
体自治機能を充実

特　別　区

「うめきた」の開発
推進、特区による企
業誘致、統合型リゾ
ートなど、これまで
も失敗をくり返して
きた財界・大企業向
けの大型開発の推進

府・市の病院の統廃
合・廃止、公衆衛生
研究所の独法化・統
廃合など、住民のい
のちと健康・安全を
切り捨て

「特別区で取り扱う
業務を228事務から
1676事務に拡大」と
いうものの、財源・
人員の保障もなく、
権限（＝責任）を特
別区に押しつけ、住
民サービスは低下に

財界・大企業はボ
ロもうけ

住民サービスは切
り捨て

 

（
２
面
へ
続
く
）



＜２＞

府
民
に
愛
さ
れ
る
文
化
公
園
を
め
ざ
し
て

府
民
に
愛
さ
れ
る
文
化
公
園
を
め
ざ
し
て
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⑯
明
け
の
明
星
と
○
○
の
明
星

⑰
ほ
ん
の
少
し
。
―
―
の
不
安

⑱
ブ
タ
を
飼
育
す
る
―
―
農
家

⑲
東
京
↓
都
内
、
大
阪
↓
―
―

㉑ 

何
の
―
―
も
な
い
、
お
安
い

御
用

㉓
身
も
○
○
も
な
い

㉕
細
い
○
○
に
逃
げ
込
ん
だ

①
お
年
玉
付
き
年
賀
―
―

④
品
種
は
ラ
・
フ
ラ
ン
ス
な
ど

⑧
不
良
品
に
―
―
が
殺
到
す
る

⑩
―
―
洗
濯
機
、
―
―
掃
除
機

⑪
○
○
お
り
お
り
に
花
が
咲
く

⑫
○
○
に
な
り
日
向
に
な
り

⑭
○
○
熟
語
辞
典
で
調
べ
る

⑮
生
活
協
同
組
合
の
略
称

⑰
そ
の
ブ
ー
ム
は
―
―
の
も
の

⑲
絶
望
の
○
○
に
立
た
さ
れ
る

⑳
○
○
は
急
げ

㉑ 

ア
ジ
ア
○
○
、
ア
フ
リ
カ
○

○
、
絶
滅
し
た
ナ
ウ
マ
ン
○

○
㉒
原
料
を
茹
で
た
だ
け
の
麩

㉔
―
―
は
だ
し
の
腕
前

㉖
―
―
帰
宅
し
て
か
ら
出
直
す

㉗
自
画
―
―

①
物
知
り
。
知
識
が
広
い
こ
と

②
震
災
後
に
で
き
た
―
―
の
山

③
鍵
。
○
○
ホ
ル
ダ
ー

⑤
○
○
に
覚
え
が
あ
る

⑥
北
洋
の
対

⑦
式
で
述
べ
る
挨
拶
の
言
葉

⑨
追
い
風
の
対

⑬
候
補
者
多
数
の
―
―
で
勝
つ

⑮
お
○
○
は
ご
も
っ
と
も

タ
テ
の
キ
ー
♡

ヨ
コ
の
キ
ー
♡

古紙配合率１００％再生紙を使用しています。

　カギを解き、二重ワクに入る文字を
アルファベット順に並べてできる言葉
は何でしょう。

クロス
ワード 8月号の解答と当選者

答え＝言われなくても節電

当　選　者当　選　者

【解　答】

山田　安宏（砂川厚生福祉センター）
佐藤　栄哲（みどり・都市環境室）
湯浅　泰則（北部流域下水道事務所）
奥野　伸一（北河内府税事務所）
今井　浩文（池田土木事務所）

　正解者の中から抽選で５人の方に図書カード（1000円分）を
進呈します。①解答②お名前③支部分会職場名④最近のできご
とやメッセージを書いて、府職労本部まで、届けて下さい（は
がき、メールやファックスも可）。当選者は、次の１日号で発
表します。メッセージは、つぶやきに採用させていただくこと
がありますので、匿名希望の方は、その旨お書き添え下さい。

応　　募　府職労本部まで
締め切り　9月25日（水）　

クロスワードクイズクロスワードクイズ

① 堺市長選挙では「大阪都」構想ストッ
プ、地方自治破壊の「維新政治ノー」の
審判を下し、市民の願いに応える市政の
実現をめざします。

② 引き続き「職場から仕事を見直す運動」
をすすめるとともに、住民共同を広げ
「府職労・ 市労組合同地方自治研究集
会」を開催します。

③ 府立病院の廃止につながる運営形態の変
更や公衆衛生研究所の独法化・統廃合な
どに反対するとともに、住民のいのちと
安全を守り、誇りを持って仕事のできる
職場の実現をめざします。

は
「
日
本
維
新
の
会
共
同
代
表

ら
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る
従
軍
慰

安
婦
問
題
等
に
関
す
る
発
言
の

撤
回
及
び
謝
罪
、
さ
ら
に
公
職

の
辞
任
を
求
め
る
決
議
」
を
賛

成
多
数
で
採
択
す
る
な
ど
、
幅

広
い
共
同
が
す
す
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

府
職
労
は
、「
大
阪
都
」
構

想
ス
ト
ッ
プ
、
憲
法
を
職
場
と

住
民
生
活
の
す
み
ず
み
に
生
か

す
仕
事
の
で
き
る
府
政
の
実
現

を
め
ざ
し
、
以
下
の
と
り
く
み

に
全
力
で
奮
闘
し
ま
す
。

（
１
面
よ
り
続
き
）

　

来
年
４
月
、
万
博
公
園
の

大
阪
府
へ
の
移
管
が
決
定
さ

れ
、
独
立
行
政
法
人
「
日
本

万
国
博
覧
会
記
念
機
構
」
職

員
の
府
職
員
等
へ
の
採
用
や

府
営
公
園
へ
の
移
行
な
ど
新

た
な
問
題
が
生
じ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
間
、
府
職
労
は
問
題

点
を
明
ら
か
に
し
、
万
博
協

会
労
組
と
継
続
的
に
情
報
交

換
や
懇
談
を
す
す
め
て
き
ま

し
た
。

　

こ
う
し
た
も
と
で
、
職
員

の
雇
用
確
保
と
府
職
員
へ
の

採
用
に
あ
た
っ
て
、
府
当
局

や
人
事
委
員
会
に
対
す
る
具

体
的
な
取
り
組
み
が
重
要
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
万
博
協
会

ま
れ
て
き
た
万
博
公
園
を
大

阪
府
が
責
任
を
も
っ
て
管
理

運
営
す
る
と
同
時
に
、
府
民

に
愛
さ
れ
る
「
緑
に
包
ま
れ

た
文
化
公
園
」
と
し
て
後
世

に
引
き
継
い
で
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に

も
、
企
業
の
儲
け
の
た
め
の

ア
ミ
ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
パ
ー
ク

な
ど
、
民
間
丸
投
げ
の
安
易

な
公
園
構
想
を
許
さ
ず
、
府

民
が
安
心
し
て
利
用
で
き
る

と
同
時
に
、
防
災
拠
点
と
し

て
も
重
要
な
役
割
を
発
揮
す

る
府
営
「
万
博
公
園
」
と
し

て
拡
充
さ
せ
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

府
職
労
は
、
万
博
協
会
労

組
の
組
織
加
入
を
心
か
ら
歓

迎
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
要
求
実
現
に
向
け
て
と
も

に
奮
闘
す
る
決
意
で
す
。

労
組
は
大
阪
府
関
係
職
員
労

働
組
合
へ
の
加
盟
を
８
月
14

日
に
組
織

決
定
し
、

同
月
20
日

の
府
職
労

中
央
委
員

会
に
お
い

て
満
場
一

致
で
承
認

さ
れ
ま
し

た
。　

　

長
年
に

わ
た
り
ナ

シ
ョ
ナ
ル

パ
ー
ク
と

し
て
親
し

万博協会労組が府職労へ加入万博協会労組が府職労へ加入

　

こ
の
国
の
、
社
会
の
あ
り

方
、
政
治
の
あ
り
方
が
問
わ

れ
る
事
態
が
何
度
も
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
何

か
変
わ
っ
た
の
か
？

　

こ
の
連
載
は
、
２
０
０
８

年
９
月
１
日
号
か
ら
書
き
始

め
、
丸
５
年
に
な
っ
た
。
08

年
は
小
林
多
喜
二
の
「
蟹
工

船
」に
脚
光
が
あ
た
り
、「
蟹

工
船
」
化
さ
れ
た
働
か
せ
方

が
社
会
問
題
と
な
っ
た
。

　

そ
の
年
末
に
は
、
首
都
の

ど
真
ん
中
に
「
年
越
し
派
遣

村
」
が
つ
く
ら
れ
、
職
と
住

を
同
時
に
失
っ
た
多
く
の
労

働
者
が
救
わ
れ
た
。

　

貧
困
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
、
は
「
自
己
責
任
」
で
は

な
く
、
政
治
の
責
任
と
し
て

の
「
政
治
災
害
」
だ
と
認
識

さ
れ
た
。

政
権
交
代
と
東
日
本
大
震
災

新
し
い
政
治
へ
の
模
索

　

09
年
に
は
、「
生
活
第

一
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
、

労
働
者
派
遣
法
の
抜
本
改
正

を
約
束
し
た
民
主
党
が
政
権

を
担
う
こ
と
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
後
迷
走
し
た

末
、
元
の
自
民
党
型
政
治
に

戻
っ
た
。

　

11
年
３
月
11
日
の
東
日
本

大
震
災
と
福
島
原
発
過
酷
事

故
は
、
こ
の
国
の
ゆ
が
み
、

政
治
の
あ
り
方
を
根
本
か
ら

問
い
直
さ
ざ
る
を
得
な
い
こ

と
と
な
っ
た
。

　

な
ぜ
、
人
の
命
が
こ
れ
だ

け
犠
牲
に
な
っ
た
の
か
。
な

ぜ
、
復
旧
復
興
が
す
す
ま

ず
、
生
活
再
建
が
ま
ま
な
ら

な
い
の
か
。
大
災
害
が
起
こ

っ
て
も
、
人
間
よ
り
も
経
済

が
優
先
さ
れ
る
の
か
。

　

自
然
災
害
が
過
ぎ
去
っ
て

も
、「
政
治
災
害
」
は
永
遠
に

続
い
て
い
る
か
の
よ
う
だ
。

深
刻
な
事
故（
レ
ベ
ル
７
）

政
治
の
責
任
は
重
大

　

福
島
第
１
原
発
事
故
は
原

子
力
事
故
の
最
大
レ
ベ
ル
と

さ
れ
る
「
深
刻
な
事
故
」

（
レ
ベ
ル
７
）
だ
っ
た
。
い

ま
だ
に
収
束
の
メ
ド
が
た
た

ず
、
原
因
も
解
明
さ
れ
て
い

な
い
。

　

そ
し
て
現
在
、
高
濃
度
放

射
能
を
含
む
汚
染
水
が
流
出

し
、
海
に
流
れ
込
ん
で
い

る
。「
重
大
な
異
常
事
象
」

（
レ
ベ
ル
３
）
と
し
て
発
表

さ
れ
た
。

　

福
島
原
発
で
異
常
な
事
態

が
続
い
て
い
る
も
と
で
も
、

政
府
は
原
発
の
再
稼
働
や
輸

出
政
策
に
躍
起
と
な
っ
て
い

る
。
政
治
の
異
常
さ
こ
そ
が

レ
ベ
ル
７
に
達
し
て
い
る
。

　

世
界
的
な
大
事
故
を
起
こ

し
、放
射
能
が
漏
れ
続
け
、海

に
流
出
す
る
異
常
事
態
が
続

い
て
も
原
発
に
固
執
し
続
け

る
の
は
、
原
発
利
益
共
同
体

の「
儲
け
」の
た
め
で
あ
る
。

　

「
わ
が
な
き
あ
と
に
洪
水

き
た
れ
！
こ
れ
が
す
べ
て
の

資
本
家
、
す
べ
て
の
資
本
家

国
の
標
語
で
あ
る
。
だ
か

ら
、
資
本
は
、
労
働
者
の
健

康
や
寿
命
に
は
、
社
会
に
よ

っ
て
顧
慮
を
強
制
さ
れ
な
い

か
ぎ
り
、
顧
慮
し
な
い
の
で

あ
る
」

　

22
回
で
紹
介
し
た
『
資
本

論
』
第
８
章
の
抜
粋
だ
が
、

今
の
日
本
は
ま
さ
に
「
わ
が

な
き
あ
と
に
洪
水
き
た

れ
！
」
の
道
を
す
す
も
う
と

し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
異
常
な
政
治

を
変
え
、
何
よ
り
も
人
の
命

と
く
ら
し
が
第
一
義
に
優
先

さ
れ
る
社
会
を
実
現
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

「
蟹
工
船
―

「
蟹
工
船
―
2121
世
紀
丸
」物
語

世
紀
丸
」物
語
22　
　
　

　
　
　

  
2929

い
ま
、こ
の
国
の
あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
！

大
阪
自
治
労
連
副
委
員
長　

大
阪
自
治
労
連
副
委
員
長　

小
山　

国
治

小
山　

国
治

 

＊
図
は
８
月
23
日
付
け
「
朝
日
」
よ
り

２
０
１
４
年
４
月　

万
博
公
園
が
府
に
移
管

府職労３役と万博協会労組の柳田委員長と橋田書記長
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